
高知商業高等学校

ジビエ商品開発・販売促進部

高知県の野生鳥獣による被害の課題解決
のため、10年先までのビジョンを明確に
掲げて、ジビエを利活用した商品開発・
販売を行っています。またその利益を森
林保護活動に寄付するという循環型社会
貢献に勤しむ部活動です。

令和3年度 ふるさとのいのちをつなぐ こうちプラン大賞
公開選考会 発表者紹介

コロナ禍でのジビエ消費拡大に向けた取組
～そこから生まれた新プロジェクト～

「ジビエで森林保護を実現する」ことを目指して「高校
生ジビエ・レストラン」を出店するとともに、クラウド
ファンディングを立上げ、コロナ禍で在庫を抱えるジビ
エ食肉施設を応援しました。支援金をもとに開発した商
品を販売し、その利益はシカの食害を受けた森林の保護
活動に寄付され、循環型社会貢献を実現しています。

奥田川親水公園の会

少子高齢化の進む伊野南地区で、希少植物の保護
と環境学習を目的に、子どもたちの要望で設置さ
れた「奥田川親水公園」の維持管理・周辺の環境
整備を行っています。学校と地域のパイプ役を担
うことにより多世代間交流を目指し、活動してい
ます。

奥田川周辺の豊かな自然を活用しながら、子どもたちがふるさとを

愛し、循環共生する地域社会を未来へ繋げていくプロジェクト

草刈りや清掃活動、「奥田川親水公園まつり」等の
イベントの開催、奥田川に生育する希少植物の保護
や、河川・環境学習につながる多種多様な取り組み
を、学校教育活動とタイアップさせながら、地域住
民・企業・行政・各種団体とも連携を図って推進し
ています。

優秀
賞

久重naturalチーム

こうちこどもファンドの助成を受けて活
動する、小・中・高校生が所属する子ど
も主体の団体。久重地域連携協議会や地
域住民・保護者が活動をサポートしなが
ら、「地域を元気にしたい！」と活動し
ています。

里山保全で久重を発信！～SDGｓで持続可能なまちづくり～

子どもたち自身が活動計画を立て、体験活動を通して
発見した久重の魅力の詰まったパンフレットの作成、季節
ごとの身近な山野草を使って調理をしたレシピの作成・保
存・試食会、地域に生息するホタル保全活動などを行って
います。また、「久重のまちづくり計画」にも参画し、子
どもの意見を提案しています。

優秀
賞

ジンデ池生物研究所

須崎市安和のジンデ池で、生物多
様性を守るための生物調査・保全
活動を行う有志の団体。所長は高
校1年生。昆虫が大好きな小中学
生を中心に、生物研究の専門家も
加え、8名のメンバーで活動して
います。

ジンデ池の生物多様性を地域の宝に！

防災対策として未使用のため池廃止の動きが進む中、ジンデ
池が指定されたことから、生物調査を開始。絶滅危惧種を含む38
種のトンボや絶滅危惧Ⅰ類のミナミメダカを確認したことで池の
重要性を再認識、須崎市長に調査結果を示すと共に生物多様性の
保護を訴えた結果、池を残し環境に配慮した防災工事が行われる
ことになりました。地域の方々の理解を深めながら、セミナー開
催・池の保全活動など、活動の幅を広げています。

優秀
賞

PROJECT ウチワサボテン
室戸ジオパーク推進チーム「まもるチーム」

室戸ジオパーク推進チームは、行政
職員・推進協議会スタッフ・住民の
混合チーム。「まもるチーム」は、
そのサブチームです。自然環境保
全・文化の保護・防災の３点を柱に、
外来植物駆除、生態系調査協力など
に取り組んでいます。

室戸岬の海岸遊歩道沿いの外来種のウチワサボテンを駆除
することで歩行の安全と地元の本来の植生を守っています。
また、県外の会社と提携し、駆除したサボテンの茎の活用・商
品化の方法を動物の飼料として販売中。売上収入を環境保護活
動の活動資金に充てる予定です。駆除時にはボランティアの参
加を募り、自然体験活動・環境教育・外来種駆除の啓蒙に結び
つけています。

PROJECT ウチワサボテン奨励
賞

優秀
賞

優秀賞4組の中から、こうちプラン大賞１組が選ばれます！

高知県環境活動支援センターえこらぼ


